
数学（３教科型選抜）　

●工学部（電子情報工学科／電気工学科）
●情報工学部（情報工学科／情報通信工学科）
1 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

（ a  , a－2） －2 1
9

√2　54　 
　9　 189 378 4096 84 －2 0

2 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

1.6811 34 1.6990 または 1.699 16 84 9

3 ⑴　f（x）－g（x）＝2（x－2）（x＋a）（x－a）であるので，方程式 f（x）－g（x）＝0の解はx＝2，－a，aである。

したがって，求めるx座標は，x＝2，－a，aである。

⑵　a≧ 3より－ a＜ 2＜ aである。2つの曲線 y＝ f（x），y＝ g（x）で囲まれた部分は，
2つの曲線 y＝ f（x）（－ a≦ x≦ 2），y＝ g（x）（－ a≦ x≦ 2）で囲まれた部分と，

2つの曲線 y＝ f（x）（2≦ x≦ a），y＝ g（x）（2≦ x≦ a）で囲まれた部分とからなる。

区間－ a≦ x ≦ 2において f（x）－ g（x）≧ 0であり，区間 2≦ x ≦ aにおいて f（x）－ g（x）≦ 0であるので，

求める面積 Sは

S＝∫
2

　－a ∫
a

　2
（ f（x）－g（x））dx－ （ f（x）－g（x））dx
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＝ a 4＋8a 2－16
3

⑶　h（x）＝ x4＋8x2 －16
3 とすると，h'（x）＝ 4x3＋16x ＝ 4x（x2＋4）である。したがって，x ＞ 0 のとき h'（x）＞ 0 で

あるので，h（x）は区間 x ＞ 0 において単調増加である。いま，a ≧ 3 であるので，S が最小となるのは a ＝ 3 の

ときである。

2月9日 実施分

4［A］
⑴　点 Pの座標を（ x，y，z ）とすると，点 Pは線分OCを 7：3に外分することから，
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である。球面 Sの半径は，CP に等しいので，求める半径は 3である。

⑵　⑴より，球面 Sの半径は 3であるから，Sの方程式は

（ x－ 3）2 +（ y － 1）2 +（ z －√6 ）2 ＝ 9

である。点A（α，0，0）は S上の点であるから，この方程式を満たす。したがって，

（α－ 3）2+（0－1）2+（0 －√6 ）2＝ 9，すなわち，（α－ 3）2＝ 2 を満たす。このことは，点B（β，0，0）について

も同様であり，βは（β－ 3）2＝ 2 を満たす。これらの等式をα，βについて解くと，OA＜OBよりα＜βなので，

α＝ 3－√2，β＝ 3+ √2である。

数学（３教科型）　

●工学部（電子情報工学科／電気工学科）
●情報工学部（情報工学科／情報通信工学科）
1 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

2 4 1044 3750(8) 72 24 0

2 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

8 1 8 12144 22 4

3 ⑴　 関数 f(x)の導関数は f′(x)=3x2+12x+9=3(x2+4x+3)=3(x+1)(x+3)となる。 

点 (a, f(a))における曲線の接線の傾きは f′(a)=3(a+1)(a+3)だから， 

これが負となる aの範囲は-3<a<-1である。

⑵　 ⑴より f′(x)=0となる点を求めると，x=-3, -1となる。増減表を書くと以下となる。

x … － 3 … － 1 …

f′(x) + 0 - 0 +

f(x) ↗ 20 ↘ 16 ↗

　　これより，極大値は x=-3のとき 20となり，極小値は x=-1のとき 16をとる。

⑶　⑵より区間-2≦ x≦ 1において常に f(x)≧ 0となるから，求める面積は
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　　となる。

4［A］
⑴　S2=148，S3=1373となる。

⑵　f(k-1)={bk2+(-2b+c)k+b-c+d} 5k-1であるから，

f(k)-f(k-1)={4bk2+(2b+4c)k-b+c+4d} 5k-1

　　となる。ak=(4k2+2k+7) 5k-1と比べると，b=1，c=0，d=2となる。

⑶　
S an k

k

n

1

=
=
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k

n

1

= - -
=

] ]g g
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=f(n)-f(0)

=(n2+2)5n-2

　　となる。
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2月9日 実施分
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4［A］
⑶　点Aの座標は（3－√2，0，0）であるから，

CA＝OA－OC＝（3－√2，0，0）－（3，1，√6）＝（－√2，－ 1，－√6）

であり，CA は球面 Sの半径に等しいので，CA＝ 3である。また，点Bの座標は（3＋√2，0，0）であるから，

CB＝OB－OC＝（3＋√2，0，0）－（3，1，√6）＝（√2，－ 1，－√6）

であり，CB も球面 Sの半径に等しいので，CB ＝ 3である。したがって，

CA・CB＝（－√2）・√2 +（－ 1）・（－ 1）+（－√6）・（－√6）＝ 5

であり，
cos∠ACB＝ CBCA

CA CB・ ＝ 5
3・3＝

5
9

である。

4［B］

⑴　 f '（x）＝2x（x－2）
（x－1）2 である。

⑵　 ⑴より，増減表は以下の表のようになる。

x … 0 … 1 … 2 …

 f '（x） ＋ 0 － － 0 ＋

 f（x） ↗ 1 ↘ ↘ 9 ↗

したがって，関数 f（x）は x ＝ 0で極大値 1，x ＝ 2 で極小値 9をとる。

⑶　曲線 y＝ f（x）と x 軸との交点は，2 x2+ x － 1 ＝（2 x－1）（ x ＋ 1）より， x ＝－ 1と x ＝ 1  2  である。

このことと⑵の増減表より，曲線と x 軸で囲まれる部分の面積を Sとすると

S＝　　　　　　  dx

＝　　　　　　  　　　 dx

＝　  （2x+3）+　　  dx

∫　 －1

∫　 －1

∫　 －1
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⑶　定積分の計算は

f x dx xe dxax
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　　となる。従って 
a

e
a2

1
1

4
1a- =-

^ h  となるaを求めればよい。この式はea=2と同値であるからa=log2が得られる。

4［B］
⑴　f′(x)=e-ax 2+x(-2ax) e-ax 2=(1-2ax2 ) e-ax 2

⑵　⑴より f′(x)=0となるのは x
a2

1
!=  のときである。増減表を書くと以下のようになる。

x …
a2

1
- …

a2

1 …

f′(x) - 0 + 0 -

f(x) ↘
ae2

1
- ↗

ae2

1 ↘

　　これより，極大値は x
a2

1
=  のとき 

ae2

1
 となり，極小値は x

a2

1
=-  のとき 

ae2

1
-  をとる。
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数学（３教科型）　

●工学部（生命環境化学科／知能機械工学科）
●情報工学部（情報システム工学科／情報マネジメント学科）
●社会環境学部（社会環境学科）
1 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

12 -5 (2, a2-1) -3 (4, 6) 61 6r

2 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

0 8 8 0 -1 0

3 ⑴　f′(x)=-2x+4であるから，求める接線の方程式は

y=f′(a)(x-a)+f(a)=(-2a+4)x+a2-1

　　である。

⑵　y=f′(a)(x-a)+f(a)=(-2a+4)x+a2-1が (3, 6)を通るので，

6=(-2a+4)#3+a2-1

a2-6a+5=0

　　これを解いて，a=1, 5を得る。よって，求める答えは，

　　a=1のとき，方程式は y=2x，接点は (1, 2)であり，

　　a=5のとき，方程式は y=-6x+24，接点は (5, -6)である。

⑶　求める面積 Sは，

S x f x dx x f x dx2 6 24
3
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3
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1
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= - + - + - =] ] ]g g g

" ", ,##

　　である。
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2 月10日 実施分

4［A］
⑴　等比数列の和の公式より

r
a r

r
a r
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1
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-
-

=
-
-^ ^h h

　　となる。S2≠0から a1≠0であるので，この式より

10(r2-1)=(r2+1)(r2-1)

　　が得られ，とくに 10=r2+1が導かれる。rは正の数であるから，r=3となる。

　　S2=8より a1+a1r=8となるが r=3を代入すると a1=2が得られる。

⑵　等比数列の和の公式より

Sn= 3 1
2 3 1n

-
-^ h

=3n-1

　　となるから 3n-1>2024を満たす最小の nを求めれば良い。

　　ここで 36=729，37=2187であるから n=7となる。

⑶　第 p項から第 q項までの和は Sq-Sp-1であるから，

Sq-Sp-1= 3 1
2 3 1

3 1
2 3 1q p 1

-
-

-
-
--^ ^h h

=3q-3p-1

=3p-1(3q-p+1-1)

　　これが 34(32024-1)に等しい。特に 3q-p+1-1や 32024-1が 3の倍数でないことに注意すると，

　　p-1=4より p=5となる。よって 3q-4-1=32024-1から q=2028となる。
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数学（３教科型選抜）　

●工学部（生命環境化学科／知能機械工学科）
●情報工学部（情報システム工学科）
●社会環境学部（社会環境学科）
1 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

（3x＋2y）（4x － 3y） （2x － 2y+5）（x+y+1） 1
9

13
216 5 7

⑦ ⑧ ⑨ ⑩

－ 2 1 13 96

2 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

13 3 √3 14 √3 39 √3 196 294 √3

3 ⑴　対数法則を用いると
　（log 5 x）2 － log 5 x 2 ＝ 0
⇔（log 5 x）（log 5 x －2）＝ 0
⇔   log 5 x ＝ 0 , 2
よって，方程式の解は x ＝ 1 , 25

⑵　log 5 x ＝ t とおくと，
t 2 － 2 t ＝ k

⇔ t 2 － 2 t － k ＝ 0
この方程式の判別式Dは

D＝ 4＋ 4 k
よって， t 2 － 2 t ＝ k がただ 1つの解をもつときの kの値は

k =－ 1
y ＝ log 5 x は増加関数であるから，p＝ q⇔ log 5 p ＝ log 5q
したがって，元の方程式がただ 1つの解を持つときの kの値も

k =－ 1

⑶　log 5 x ＝ t とおくと，
y＝ t 2 － 2 t （0 ≦ t ≦ 3）
y は t ＝ 3 のとき最大値 3，
t ＝ 1 のとき最小値－ 1 をとる。
したがって，
x ＝ 125 のとき 最大値 3，
x ＝ 5　 のとき 最小値－ 1
をとる。

2 月10日 実施分
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3 ⑴　f′(x)=-2x+4であるから，求める接線の方程式は

y=f′(a)(x-a)+f(a)=(-2a+4)x+a2-1

　　である。

⑵　y=f′(a)(x-a)+f(a)=(-2a+4)x+a2-1が (3, 6)を通るので，

6=(-2a+4)#3+a2-1

a2-6a+5=0

　　これを解いて，a=1, 5を得る。よって，求める答えは，
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4［A］

an＝ 2k・3 k－1（n＝2k－1）
2k・3k　　（n＝2k）

⎬
⎭
⎫

⑴　7776 ＝ 2 5・3 5 より，n＝ 10

⑵　2023 ＝ 2・1012 － 1 なので，
a 2023 ＝ 2 1012・3 1011

したがって，
p＝ 1012，q ＝ 1011

⑶　a2m－1 ＝ 2 m・3 m－1 であるから，

a2m－1 の正の約数は 2 p・3 q（ p ＝ 0，……，m，q＝ 0，……，m－1）

したがって，正の約数の個数は

（m＋1）{（m－1）+1} ＝ m（m＋1）

である。

⑷　

8（6m−1）
5

1
3

4
3

m

k＝1
m

k＝1

2m

n＝1
＝Σ（a2k−1＋a2k）

＝Σ（2 k・3k−1＋2 k・3k）

＝

Σan

m

k＝1
m

k＝1

＝Σ（　 2 k・3k＋2 k・3k）
＝　Σ6 k

4［B］
⑴　f '（x）＝3x2 e－x －x 3 e－x

＝x2（3 －x）e－x

⑵　⑴より，増減表は以下のようになる。

x … 0 … 3 …

f '（x） ＋ 0 ＋ 0 －

f（x） ↗ 0 ↗ 27
e3 ↘

したがって，関数 f（x）は x ＝ 3で極大値 27
e3 をとる。

⑶　f ''（x）＝ x（ x2－6x＋6）e－x

⑷　f ''（x）＝0の解は x ＝ 0，3－√3，3＋√3 である。

f ''（x）の符号を調べると，以下のようになる。

x … 0 … 3－√3 … 3＋√3 …

f ''（x） － 0 ＋ 0 － 0 ＋

したがって，変曲点の x 座標は，

x＝ 0，3－√3，3＋√3

4［B］
⑴　求める図形の面積は，

cos cos cos
x t

dx
x
dx

2 2 20 0
- =

r r

d n# #

=2

　　である。

⑵　cos cos
x t
2 2
F (0≦ x≦ t)，cos cos

x t
2 2
1 (t < x≦ r)であるから，求める面積 S(t)は，

cos cos cos cosS t
x t

dx
t x

dx
2 2 2 2

t

t0
= - + -

r

]

d d

g

n n# #

sin cos
t

t
t

4
2

2
2
2r= + - -] g

　　である。
⑶　⑵の計算結果を微分すると，

sin
dt
dS
t t

t
2 2
r

= -]

d

g

n

　　であるので，S(t)の増減表は以下のようになる。

t 0 … … r

dt
dS
t] g - 0 +

S(t) r-2 ↘ ↗ 2

　　r-2<2であるから，S(t)は t=rで最大値 2，t
2
r

=  で最小値 2 2 2-  をとる。

2
r

2 2 2-
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